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研究成果の概要 
 本研究の目的は、レバノンのシーア派イスラーム組織ヒズブッラー（ヒズボラ）の思想と活

動を実証的に調査・研究することである。具体的には、１年目に主に思想的側面を、２年目に

組織構造および活動の分析を試みた。アラビア語原典資料の収集と分析を通して、特に近年の

ヒズブッラーの行動論理を明らかにすると共に、２度のフィールドワーク（レバノン、イラン）

の成果によりこれまでほとんど知られてこなかったその社会活動および資金の流れに関する一

定の知見を得ることができた。ヒズブッラーは現代世界において最も成功しているイスラーム

運動の１つである。したがって、本研究で得られた成果は、ヒズブッラーの実態解明だけでは

なく、イスラーム運動一般を論じる際にも多くの示唆を与えるものとなる。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 600,000 0 600,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 1,200,000 180,000 1,380,000 

 
 
研究分野：地域研究, 国際関係論, 政治学, 宗教学, 思想史   

科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：イスラーム、安全保障、テロリズム 
 
１．研究開始当初の背景 

 

２００６年夏のレバノン紛争を契機に、ヒズ

ブッラーは国内・地域・国際政治の３つのレ

ベル、すなわちレバノン内政と中東和平の文

脈のみならず、中東全体の政治的帰趨を左右

する重要なアクターの１つとなった。申請者

は、現在までの約 10 年間、無数のイスラー

ム運動のなかでの数少ない「成功例」の１つ

として、そしてレバノン、シリア、イラン、



パレスチナ／イスラエル、米国の政治的思惑

の交差する点――「中東政治の結節点」と位

置づけ、その動向を主に比較政治学と国際政

治学の２つの角度から調査・研究してきた 

 

２．研究の目的 

本研究では、上記の成果を発展させるべく、

これまで直接研究対象としなかったヒズブ
、、、

ッラー自体
、、、、、

の調査・研究を行うこととし、特

にその思想と活動の実証研究を進めること

を目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

①アラビア語原典の解析を通して、ヒズブッ

ラーがいかなる思想とイデオロギーを有し、

また、それを変容させてきたのかを解明する。

特に、精神的指導者と言われた M. H. ファド

ルッラーの思想、具体的には(a)「殉教（自

爆）攻撃」と(b)「政党活動」の２つの概念

を取り上げた。 

②フィールドワークを通して、ヒズブッラー

の組織としての実態を把握・分析する。具体

的には、(a)カリスマ的な人気を誇る H. ナス

ルッラー書記長の陰に隠れている幹部たち

の素顔と組織の構造、(b)長年展開してきた

福祉・医療・教育活動、教育の規模と資金源、

(c)法案を中心とした政党活動の実態の解明

に努めた。 

 

４．研究成果 

 

①ヒズブッラーの広報資料の収集および現

地調査を通して、その政治・社会活動の実態

を一定程度描き出すことに成功した。特に社

会活動については、２００６年のレバノン紛

争にて壊滅的な打撃を受けたものの、イラン

からの精神的・物理的支援により急速に再編

および拡大が進んでいることが明らかにな

った。 

②精神的指導者と言われたファドルッラー

の役割について、主に現地調査および原典解

析を通して解明した。その結果、今日ファド

ルッラーはヒズブッラーの意志決定にほと

んど関与していないことが明らかになった。 

③H. ナスルッラー書記長ら幹部の言説を解

析し、近年におけるヒズブッラーの行動論理

を分析した。そこでは、イスラームに立脚し

た（革命的）政治理念とレバノン・ナショナ

リズムを橋渡しするような思想的展開が看

取された。書記長の重要な演説の 1つ、「勝

利演説」については、アラビア語から全訳し

刊行した。 

④ヒズブッラーが掲げる「シーア派」が、今

日のレバノン社会においていかなる意味を

持つのかを精査した。特にレバノン・ナショ

ナリズムとの関係を補助線とすることで、ヒ

ズブッラーが実質的にある種の「政教分離」

を行っていることが明らかになった。 

⑤近年のヒズブッラーの思想と活動の実態

把握は、レバノン政治および域内政治のメカ

ニズムを読み解くための大きな鍵になるこ

とが明らかになった。具体的には、レバノン

とシリアの両国を１つの「政治構造」とする

政治分析の枠組みの可能性を提示した。その

成果は、青山弘之との共著の報告書（資料集）

および単行本にまとめられた。 

⑥ヒズブッラーをはじめとする今日のイス

ラーム主義運動が提起する「価値」と「世界

観」を国際政治という広い文脈でどのように

位置づけるか、方法論的な検討を行った。欧

米で発展してきた政治学や国際関係学が前

提とするウェストファリア的な枠組みを再

検討する必要性が明らかにされた。 
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